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東京都市計画 地区計画 飯田橋二・三丁目地区地区計画の変更案 

東京都市計画 高度利用地区（飯田橋駅東地区）の変更案 

東京都市計画 第一種市街地再開発事業 飯田橋駅東地区第一種市街地再開発事業の案 

を、令和３年２月 17 日から３月３日まで２週間縦覧に供したところ、都市計画法［第 21条第２項において準用する同法］第 17 条第２項の規定により、 

10 通の意見書が提出されました。その意見書の要旨は次のとおりです。 

名 称 意見書の要旨 千代田区の見解 

Ⅰ 東京都市計画 地区計画 

飯田橋二・三丁目地区 

地区計画の変更案 

Ⅱ 東京都市計画 高度利用地区 

（飯田橋駅東地区）の変更案 

Ⅲ 東京都市計画 

第一種市街地再開発事業 

飯田橋駅東地区 

第一種市街地再開発事業の案 

 

１ 明確に賛成の意思が示された意見（９通） 

（理由は以下の通り。（）内は通数。） 

 

１） 広場空間（８） 

【地上広場】 

・ 現在は広場がなく、地域の人々、来訪者が集まり滞留する空間がない

ため、駅前広場が整備されることで、地域の住民が集う憩いの場が生

まれると共に、駅前の新たな賑わいを創出する場として期待してい

る。 

・ ＪＲ飯田橋付近の目白通りには歩行者が信号待ちするスペースが少

なく混雑し、メトロＡ２出入口は狭路で危険な状態である。広場が整

備されることにより、この状態が解消され安全な信号待ち等のスペー

スができる。 

【地下広場】 

・ 現在の地下鉄Ａ２出入口は狭く、特に朝夕の混雑時にはすれ違いが困

難で危険な状態なため、「広場５号」の整備により、地下鉄駅利用者

の安全性や快適性が向上すると共に、歩行者ネットワークの起点形成

にもつながる。 

・ 「広場５号」は朝夕の混雑が激しく、バリアフリー化が図られていな

い地下鉄出入口を改善すると共に、地下からの街の顔づくりに寄与す

る。 

頂いたご意見を踏まえ、今回の都市計画案

の内容の実現に努め、駅前に不足している歩

行者空間及び広場機能の創出、地上地下の歩

行者動線を確保することにより、安全で賑わ

いのある快適な複合市街地の形成を図ってま

いります。 
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【バリアフリー】 

・ 現在の地下鉄出入口は狭く、特に高齢者等には使いづらい状態となっ

ている。今回の計画で、現在未整備のバリアフリー動線と共に、地下

広場が整備され、動線の改良が図られることは再開発エリアだけでな

く、地下鉄利用者全体にメリットをもたらすものと考える。 

・ 現在の地下鉄Ａ２出入口は通路が狭く、バリアフリー化も図られてい

ない。今回の都市計画で、新たな昇降設備が設置されることによって、

安心・安全に地下鉄を利用できるようになる。 

【広場の活用（ソフト面）】 

・ 「公共広場１号」、「広場４号」は、災害時等の一時避難が出来るだけ

の単なる広いスペースでなく、幅広い年齢層が快適に憩える場とし

て、マルシェ的な空間広場として、文化的な行事やコミュニティ広場

として、さらに街の回遊性を担う広場としての役割はとても大きいと

考える。広場の活用方法、ソフト面について今後も重要な位置づけと

して継続して検討し、どのような広場が理想的なのかを模索していく

ことが、環境を含めて大きく発展していく重要な要素と考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

頂いたご意見を踏まえ、今回の都市計画案

の内容の実現に向けて、具体の計画内容につ

いて検討を進めてまいります。 

２） 歩行者ネットワーク（７） 

【安全性・快適性】 

・ 現在は十分な広さの歩道が整備されておらず、歩行時には自動車や自

転車に注意が必要な危険な状態であるため、敷地の外周にゆとりある

歩行者空間が整備され、歩車分離の道路を整備することで、安心して

区域周辺を歩くことができるようになる。 

・ タワー飯田橋通りは、朝アイガーデンへ行く人の流れは多く、歩道が

狭いため、車道にはみ出して歩く人も多い。再開発が実現すれば、拡

幅された歩行者専用の貫通通路により、歩行者が安全で快適な歩行ス

ペースが確保される。 

頂いたご意見を踏まえ、今回の都市計画案

の内容の実現に努め、歩行者の安全に配慮し

た道路を整備し、ゆとりある歩行者空間を確

保するため、歩道と一体となった歩道状空地

を整備し、飯田橋駅の交通結節機能を強化す

ると共に、アクセス・回遊性の高い、環境や

防災性に配慮した安全で賑わいのある快適な

複合拠点の形成を図ってまいります。 
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・ 区域の北側は、線路の擁壁の影響や十分な歩道の幅員が確保できてい

ないことから、圧迫感があり暗い印象のある場所となっている。北側

の広場や歩道状空地の整備によって建物と擁壁の距離が確保され明

るい空間となることで、区域全体の価値を高めることにつながる。 

【回遊性】 

・ 貫通通路の整備は、広く地区計画エリア内の居住者、就業者等の利便

性向上に寄与するものと考えられる。 

・ 既存の地区計画との整合を図ることができ、既に整備されているアイ

ガーデン等との連続性も確保された「まちの顔」が整備できると期待

している。 

【賑わい】 

・ 目白通りは、交通量も多く賑わいがあるが、歩道の幅員は狭く、自転

車と歩行者が混在する等、歩行者への配慮に欠けている。目白通り沿

いに歩道状空地や広場を整備することで、快適な歩行空間が生まれる

と共に、更なる賑わいの創出が望める。 

・ 目白通り沿いで歩行者に配慮した整備が行われることで、駅から続く

既存の商店街の入り口として更なる賑わい創出が望める。 

３） 東口整備（４） 

・ 今回の都市計画をきっかけに飯田橋駅東口の整備が進み、住民が誇り

の持てる地域になることを期待する。 

・ 今回の都市計画は、西口に後れを取っている東口整備の契機であり、

これを機に様々な街づくりが推進されることを期待する。 

・ これまで東口に不足していた点（歩きやすい道、誰もがストレスなく

移動できるバリアフリールート、ゆとりを感じられる空間など）が整

備されることを期待している。 

・ 飯田橋三丁目・四丁目間の目白通りによる分断が解消され、東口全体

頂いたご意見を踏まえ、今回の都市計画案

の内容の実現に努め、地下鉄とのゆとりある

接続や駅利用者等の滞留空間を確保し、駅と

まちが一体となった取組により、飯田橋駅の

交通結節機能を強化すると共に、アクセス・

回遊性の高い、環境や防災性に配慮した安全

で賑わいのある快適な複合拠点の形成を図っ

てまいります。 
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が一体的に発展すればよい。 

・ ＪＲ飯田橋駅に近く、非常に交通の利便性が高い地区である。西口地

区が先行して整備されたが、東口にも同様のポテンシャルがあり、駅

前の顔として相応しい街づくりが求められている。今回の都市計画

で、地区全体の有効活用を図り、飯田橋駅東口の整備を進めていく本

計画には賛成である。 

・ 大きなオフィスが建設され就業者が増加することで、飲食店の客数増

加など、周辺への波及効果も見込め、東口エリア全体の活性化の起点

となるような開発を希望する。 

 

 

 

名 称 意見書の要旨 千代田区の見解 

Ⅰ 東京都市計画 地区計画 

飯田橋二・三丁目地区 

地区計画の変更案 

Ⅱ 東京都市計画 高度利用地区 

（飯田橋駅東地区）の変更案 

Ⅲ 東京都市計画 

第一種市街地再開発事業 

飯田橋駅東地区 

第一種市街地再開発事業の案 

２ 明確に反対の意思が示された意見（０通）  
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名 称 意見書の要旨 千代田区の見解 

Ⅰ 東京都市計画 地区計画 

飯田橋二・三丁目地区 

地区計画の変更案 

Ⅱ 東京都市計画 高度利用地区 

（飯田橋駅東地区）の変更案 

Ⅲ 東京都市計画 

第一種市街地再開発事業 

飯田橋駅東地区 

第一種市街地再開発事業の案 

３ その他の意見（１通） 

（（）内は通数。） 

 

１） コロナ禍での開発（１） 

・ 今回の案は、数年前に計画し今実行しているのであろうが、コロナ禍

で将来が見えない中、本当にこれまでに計画した内容（店舗、貸事務

所、地権者住宅、保育園）で良いのか。いくら公共交通の便が良くて

も、働き方が多種に変化し、コロナが終わっても働き方が今まで通り

には戻らないと NHK ニュースや新聞等でも報道されているので、柔軟

に考える方向に移行してはどうか。 

・ “立ち止まって都市開発方法を考え直す時期”に来たのではないか。 

頂いたご意見を踏まえ、今回の都市計画案

の内容の実現に努め、アフターコロナで必要

とされる具体の計画内容について検討を進め

てまいります。 

 


